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下記は、2024 年 7 月現在の情報です。 

■ 略 歴 

 

2003 年 3 月  慶應義塾大学医学部卒業 

2003 年 4 月 慶應義塾大学医学部研修医（内科） 

2007 年 4 月 慶應義塾大学医学部内科学（神経内科）助教 

2013 年 3 月 医学博士 

2014 年 11 月 Innsbruck Medical University, Department of Neurology, Research Fellow 

 （Prof. Werner Poewe） 

2017 年 7 月 慶應義塾大学医学部内科学（神経内科）助教 

2018 年 10 月 慶應義塾大学医学部内科学（神経内科）専任講師 

2022 年 10 月 慶應義塾大学医学部内科学（神経内科）准教授 

             慶應義塾大学病院パーキンソン病センター実務責任者 

       慶應義塾大学パーキンソン病研究センター実務責任者 

2024 年 4 月 慶應義塾大学パーキンソン病研究センターセンター長 

 

■ 所属学会 

 

日本内科学会 

日本神経学会（代議員） 

パーキンソン病診療ガイドライン作成委員会委員・認知症疾患診療ガイドライン作成委員会 SR チー

ム員・運動障害疾患（パーキンソニズム・不随意運動）セクションコアメンバー・多職種連携協働検

討委員会委員・会員制度・行動規範委員会委員) 

日本パーキンソン病・運動障害疾患学会(Movement Disorder Society of Japan)（理事・評議員） 

PD ナース・メディカルスタッフ研修会 WG 委員長 

日本頭痛学会（評議員） 

日本脳卒中学会 



日本認知症学会 

日本神経治療学会（評議員） 

日本臨床神経生理学会 

International Parkinson and Movement Disorder Society 

 

■ 主な資格 

 

日本内科学会認定内科医 

日本内科学会総合内科専門医 

日本内科学会指導医 

日本神経学会専門医 

日本神経学会指導医 

日本脳卒中学会専門医 

日本認知症学会専門医 

日本認知症学会指導医 

日本頭痛学会専門医 

日本医師会認定産業医 

難病指定医（東京都） 

身体障害者福祉法第 15 条指定医（東京都） 

医療系大学間共用試験実施評価機構 OSCE 評価者 

医療系大学間共用試験実施評価機構 Post-CC OSCE 評価者 

 

■ 受賞歴 

 

2019 年 慶應義塾大学医学部三四会 三四会奨励賞 

2019 年 第 37 回日本神経治療学会学術集会 優秀演題賞 2 演題同時受賞 

2019 年 第 37 回日本神経治療学会学術集会 優秀演題賞 2 演題同時受賞 

2020 年 第 33 回日本内科学会奨励賞 

2024 年 第 18 回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス 最優秀演題賞（臨床部門/シニア） 
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